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3
研究開発室 3

食べ方をデザインする 野菜の機能性研究



【研究開発】

野菜の抗酸化力の測定
（DPPH法・ORAC法・ESR法など）

リコペンの定量とSOAC分析の関係を研究
自動ESR分析測定機の開発
トマトの非破壊測定機ソフトの開発
（糖度・酸度・リコペン・抗酸化力）
産地別トマトの非破壊ソフト開発
野菜の品質を抗酸化力で判断できるエビデンス構築
非破壊で野菜の中身を判断できるソフトの開発
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デザイナーフーズの事業内容
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【コンサルティング】

デザイナーフーズの事業内容

•フードサービス業（外食・中食）のメニュー開発
•企業の人材育成
•健康コンシェルジュ・食剤師・フードディレクター育成
•青果物の販売に関する企画・イベント提案
•農業生産団体へのマーケティング指導

野菜の分析を含め、野菜の評価に基づく販売方法の提案
•真空加熱野菜の開発
•講演活動 食と健康に関する講演 その他各種の話題提供
•大学の特別講座講師
•生命食セミナーを毎月、東京・名古屋で開催
•日本ヘルスケア協会のかなで「野菜で健康推進」を遂行する部会の
の運営（各業界で野菜の摂取を増加する活動を推進）

•雑誌・機関紙ネット等メディアへのメニュー提供・寄稿・本の出版



 

                    

ニンニク 

キャベツ 

カンゾウ  

大豆 ショウガ 

セリ科植物（ニンジン 

セロリ パースニップ） 

      

タマネギ 茶 ターメリック 

全粒小麦 亜麻 玄米 柑橘類 

（オレンジ レモン グレープフルーツ） 

ナス科（トマト ナス ピーマン） 

アブラナ科植物（ブロッコリー カリフラワー 

芽キャベツ） 

     

マスクメロン  バジル  タラゴン  カラス麦 

ハッカ  オレガノ  キュウリ  タイム  アサツキ 

  ローズマリー  セージ  ジャガイモ  大麦   ベリー 
 

 

       米国国立がん研究所によるデザイナーフーズリスト        

               1990 年、アメリカ国立ガン研究所が植物性食品によるガン予防を目的として 

               デザイナーフーズプログラムの中で発表したフーズリスト    

「がんを防ぐ 52 の野菜」 大澤俊彦 より 

重

要

性

の

増

加

の

度

合 

デザイナーフーズリスト
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食･野菜ビジネスで健康寿命を延ばす
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量販店

食の病院 食の薬局

フードサービス業

生命食
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生 命 食

食は命の源

体の37兆個の細胞は食物から成り立っている

体は毎日代謝している

生活食から生命食へ

三度の食事が細胞を再生、修復する

生命食

正しい遺伝子を次の世代に伝えて行く

生命食を生産

日本で生産する



「セルフメディケーション」の時代

政策的な方向性の転換

２０１３年の「日本再興戦略」

病気の予防中心＝病気にならない方法の模索

 セルフメディケーションの定義(WHO)

自分自身の健康に責任を持ち、軽度な
体の不調は自分で手当てをすること

ＡＭＦ

アグロメディカルフーズ

スマートプロジェクト
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平均寿命と健康寿命

60 65 70 75 80 85 90

女性

男性

8.95年

12.47年

2016年「厚生労働白書」より

平均寿命

平均寿命

健康寿命

健康寿命

81.09

72.14

87.26

74.79

医療費４１．５兆円

野菜ビジネスで日本を健康にする



1. エネルギーを摂りすぎない
脂肪・糖質の取り過ぎに注意
エネルギーバランスを

2. ミネラルを摂取する
（野菜から20％以上摂取している）

ミネラル：Cu・Fe・Mg・K・Ca

3. 食物繊維
インシュリン抵抗性の改善
腸内環境に寄与
心筋梗塞（冠動脈疾患）の予防

5. フィトケミカル（ポリフェノール）を多く含む
活性酸素消去活性（抗酸化力）の高い

4. ビタミンを摂取する
ビタミン：C・パントテン酸・葉
酸・Ｂ１・Ｂ６・Ｋ・Ｅ・Ａ

生活習慣病を予防し、老化による疾病を減らせると期待
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野菜を摂取する利点
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糖尿病人口がはじめて1,000万人の大台に

糖質コントロールが必要となる



ご飯の代わりに大根
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http://www.kura-corpo.co.jp/fair/2017tousitsuoff.html



野菜が主食の代わり

14出典：http://www.kyouka.net/broccoli/

宅配弁当
白ごはんをブロッコリーに変更

円
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野菜食だけでなくバランス良く

パワーサラダ：たんぱく質・糖質・脂質もしっかり含む



野菜ビジネスに追い風

人生１００年時代、健康で長生きをめざすようになった
健康に野菜がつながって感じている

血糖値を急激に上げない食べ方（ベジファースト）

糖質コントロール食（野菜とたんぱく質）

野菜の生産流通が変わってきた

鮮度を保てる方法の開発と進化

＜問題点＞

料理をしなくなったこと（野菜の処理が面倒）

16
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最 近 の 疫 学 研 究 結果

毎日野菜を摂ることが
ストレスブルースを遠ざける

【結果】

 野菜を毎日3～4サービング食べる人は、毎日0～1サービ
ング食べる人よりも、ストレスのリスクが12%低い。

 果物と野菜を毎日5～7サービング食べる人は、毎日0～4
サービング食べる人よりも、ストレスのリスクが14%低い。

 野菜を毎日3～4サービング食べる女性は、毎日0～1サー
ビング食べる女性よりも、ストレスのリスクが18%低い。

 果物を毎日2サービング食べる女性は、毎日0～1サービン
グ食べる女性よりも、ストレスのリスクが16%低い。

 果物と野菜を毎日5～7サービング食べる女性は、毎日0～
1サービング食べる女性よりも、ストレスのリスクが23%低い。

参考：国立健康・栄養研究所HP
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最 近 の 疫 学 研 究 結果

野菜や果物は早死にを予防する

【対象者】世界中の95本の論文より、2百万人を対象とし、
果物や野菜の摂取量と疾患の発症を検討

【結果】

野菜や果物を１日800g（10ポーション）摂取していた場合、
心疾患のリスクを24%・
脳卒中のリスクを33%・循環器疾患のリスクを28%
がんのリスクを13%・早死のリスクを31%低下
することが明らかになった。

野菜や果物を1日200gの摂取でも、
心疾患のリスクを16%
脳卒中のリスクを18%・循環器疾患のリスクを13%
がんのリスクを4%・早死のリスクを15%低下した。

参考：国立健康・栄養研究所HP



ＧＡＰ・トレース・
立証

管理・監督

形・着色・光沢・傷の有無

汚れ・病害・虫害

美味しさ

野菜の力
野菜の活性酸素
消去活性で表す

形評価

中味評価

官能 ・ 成分

安全

重
要
性

野菜を形の評価から中身の評価へ
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呼 吸

1日に約500ℓの酸素を使う

呼吸で取り込んだ酸素の約２％が活性酸素になる
活性酸素の良い働き：抗菌・抗ウィルス作用・情報伝達

体を酸化する活 性 酸 素 とは

酸
素

代謝エネルギー

活性酸素
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活性酸素の発生原因

21

大気汚染

大量の飲酒

激しい運動

電磁波
食品添加物

肥 満

不規則な生活

化学薬品
たばこ

ストレス紫外線

活性酸素・フリーラジカルのすべて
吉川敏一 河野雅弘著参考 デザイナーフーズ株式会社

「ストップ・ザ・老化 長生きのコツ事典」
吉川敏一著 参考

老化

http://1.bp.blogspot.com/-Y245FqUMlWk/UZmCOrAzz4I/AAAAAAAATeQ/pSY8PLmhZVo/s800/metabolic_man.png


② ORAC法
食品機能性研究会
AOU研究会との連携

① DPPH法
産地の評価、旬の発見
現場での利用

③ ESR法
生体内での反応を測定

④ SOAC法
油に溶ける成分の
抗酸化力の測定

大 小

活性酸素消去活性(抗酸化力)の分析方法

リコペン粉末
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グループ総数 約16,000検体以上

野菜の抗酸化力データ DPPH法
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デザイナーフーズ（株）調べ



旬の時は活性酸素消去活性(抗酸化力)が
一番高く美味しい

DPPH法

１６０００検体の野菜のデータベース

デザイナーフーズ（株）分析 24



一重項酸素

活性酸素消去活性(抗酸化値)の測定

生体内で発生すると考えられる活性酸素種の消去活性を測定

O2・-

1O2
1O2

25 25

参照：活性酸素・フリーラジカルの科学
日本化学会

参照：活性酸素と野菜の力 ：幸書房
前田 浩著 熊本大学名誉教授

ＥＳＲ
スーパーオキシドラジカル

ヒドロキシルラジカル

・OH

・OH

・OH

・HO
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抗酸化力の違い

スーパーオキシ

ド

消去活性

一重項酸素

消去活性

ヒドロキシルラ

ジカル

消去活性

青首大根 平均

100

デザイナーフーズ（株）分析

紅くるり大根

1100

紅芯大根平均

726

http://www.matsunaga-seed.com/data/matsunaga-seed/product/20121127_2170ff.jpg


さらさらゴールド

356

玉ねぎ（ヒネ）

246

スーパーオキ

シド消去活性

一重項酸素消

去活性

ヒドロキシラジ

カル消去活性

新玉ねぎ

100

機能性野菜の抗酸化力

さらさらレッド

316
ケルセチンが多い 糖尿病対策玉ねぎ

27デザイナーフーズ（株）分析



野菜の色と活性酸素消去活性

DPPH法 SOAC法

パプリカ (赤) パプリカ (橙) パプリカ (黄) パプリカ (赤) パプリカ (橙) パプリカ (黄)

※ それぞれ、「パプリカ（黄）」の活性酸素消去活性(抗酸化力)を１としたときの値

28デザイナーフーズ（株）分析



野菜の成分分析データ蓄積

登録情報
①測定日
②測定者
③流通形態
④品種
⑤栽培方法
⑥産地
（都道府県、市区町村）

⑦生産者（ＪＡ、団体名、生産者
名）
⑧糖度（Ｂｒｉｘ）
⑨抗酸化力（ＤＰＰH法）
⑩ビタミンＣ
⑪硝酸イオン
⑫ＯＲＡＣ・ＥＳＲ・SOAC

データベースから必要な情報を取り出せる
29
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抗酸化力を野菜の品質評価基準とする

種・産地・季節・栽培方法での品質を判断



野菜の健康診断

糖度

活性酸

素 消

去能

ビタミ

ンC

硝酸イ

オン

５

おいしさ判定

0.0

2.0

4.0

6.0

36

A産地のほうれん草

316

スーパー

オキシド消

去活性

一重項酸

素消去活

性

ヒドロキシ

ラジカル消

去活性

ほうれん草の平均

100

オーガニックＥＸＰＯ
オーガニックフェスタ
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野菜のチカラを表示する

0

2

4

6

8

10
鮮度

外観

品温

施設・設備

生産量

安定供給力

土作り・栽培技術

化学肥料使用率

化学農薬使用率環境（有機JAS、エコ

ファーマー)
認証（J-GAP)

栽培履歴

残留農薬

有害重金属（土壌・

水）

有害微生物（土壌・

水）

硝酸イオン

抗酸化力（機能

性）

ビタミンC（栄養素）

糖度（おいしさ）

３３０

★ ★ ★

野菜の品質評価基準スコア

ほうれんそうの分析結果
活性酸素消去活性
（抗酸化力）

ほうれんそう

野菜の全体の力を★で表す

活性酸素消去活性
（抗酸化力）

デリカスコア



野
菜
が
活
性
酸
素
を
消
す
力
を
測
定

32

活性
酸素

フリーラ
ジカル

活性酸素

フリーラジ
カル

フリーラジ
カル

活性酸
素

リコピン

アントシ
アニン

クロロフィル

ルテイン

クロロゲン酸

プロビタミンA

活性酸素

野菜の成分が活性酸素を消去する

32「機能性野菜の化学」「栄養学の基本」より

ビタミンＣ

ビタミンＥ
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野菜３５０ｇ
果物２００ｇ毎日 食べましょう

7 色 の 色 を 食 べ よ う



ルテイン
とうもろこし・
ゴールドキウ
イ・ほうれんそ
う・ブロッコ
リー・カボチャ

菊の花

フラボノイド
ブロッコリー・
タマネギ・ホウ
レンソウ・パセ
リ・レモン

プロビタミンＡ
ぜアキサンチン
人参・かぼ
ちゃ・モモ・み
かん・メロン
（赤肉種）・マ
ンゴ・とうもろ
こし・パパイ
ア・ブロッコ
リー・ホウレン
ソウ

リコピン
トマト・スイ
カ・グレープ
フルーツ（紅
肉種）金時ニ
ンジン

カプサンチン
トウガラシ
パプリカ

クロロフィル

ホウレンソウ・モ
ロヘイヤ・アシタ
バ・春菊・ブロッ
コリー・オクラ・

ピーマン

クロロゲン酸
ごぼう・ヤー
コン・ジャガ
イモ・バナ
ナ・ナス

カテキン
緑茶・カカ
オ・柿・ワイ
ン

イソチオシア
ネート
大根・キャベ
ツ・ワサビ・
スプラウト

硫化アリル
ニンニク・
ネギ・タマ

ネギ・ニラ

アントシアニン

なす・ベリー
類・黒豆・トレ
ビス・赤じそ
ブドウ・紫キャ

ベツ

色で分けるフィトケミカル

34 34
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野菜・果物摂取と胃がんの関係

野
菜
・
果
物
は
少
量
の
摂
取
で
胃
が
ん
の
発
生
率
を
下
げ
る

40〜59歳の男女約4万人の1990年からその後10年間追跡した結果

国立がん研究センターＨＰ
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フィトケミカルに分けて陳列

アントシアニン
プロビタミン、
ゼアキサンン

ルテイン
ゼアキサンチン

クロロフィル、
スルフォラファン
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7色（フィトケミカル）に分けて陳列

クロロゲン酸β ーカロテン



野菜の機能性



栄養機能
栄養素で生命を
維持する機能

感覚・嗜好機能

生体調節機能

三大栄養素、ビタミンミ
ネラルや食物繊維等

色彩・香り・味・食感・舌
ざわり等食べた時にお
いしさを感じさせる

生体防御、老化防止、
病気の予防など生体調
節するフィトケミカルなど

の機能性成分

１次機能

２次機能

３次機能

食品の機能性とは

39



Ｂｒｉｘ 4.5％以下
リコペン5.5ｍｇ／100ｇ

Ｂｒｉｘ ６％以上
リコペン６ｍｇ／100ｇ

トマトのリコペンと活性酸素消去能（抗酸化力）を
自動的に測定する機械開発

Copyright ⓒ DELICA FOODS CO., LTD

非破壊測定器の開発

40
B  : ３９８円8

A  : ４３８円8

特許を取得

トマトに合った測定ソフトの販売
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非破壊で選別したセレクトトマト
加熱野菜の試食販売



機能性表示食品の野菜果物

42

三ヶ日町農業協同組合
三ヶ日みかん

株式会社サラダコスモ
大豆イソフラボン子大豆もやし

株式会社サラダコスモ
ベジフラボン

太子食品工業株式会社
小大豆もやし

とぴあ浜松農業協同組合
とぴあみかん

出典：消費者庁HP



栄養機能食品の野菜も増加
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亜鉛・ビタミンC

ビタミンA

葉酸・ビタミンC



眼の健康を保つルテイン・ゼアキサンチン

44

カロテノイドの一種
眼の網膜に存在
視覚機能の回復に働く



しみを予防するクロロゲン酸
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メラニンの生成を阻害する

ポルフェノールの一種
抗酸化作用
糖の吸収を遅らせる



血管、血流に効果を発揮するケルセチン
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ポルフェノールの一種
抗酸化作用
生活習慣病の予防
血糖値を下げる

血液の抗酸化活性を上げる



～野菜の消費拡大に向けて～

「野菜で健康推進部会」が目指すこと



野菜で健康推進部会

48http://www.smartlife.go.jp



スマートプロジェクト

野菜を食べて健康寿命を伸ばそう

「健康寿命をのばしましょう。」
をスローガンに、
国民全体が人生の最後まで
元気に健康で楽しく
毎日が送れることを目標
とした国民運動です。

49
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「野菜で健康推進部会」の活動

食品業界への野菜の知識の啓蒙

「野菜で健康セミナー」の開催

省庁への提言
農産物の機能性表示の問題解決へ向けての働きかけ

 野菜の評価基準の作成

一般消費者へ向けての食育活動

野菜を食べていただけるイベントを行う

野菜消費拡大のための新しいビジネスモデルの創造

野菜で健康推進部会の会員増強
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野菜で健康推進

 1日３５０ｇの野菜を摂りましょう（現在は２８０ｇ）

 あと７０ｇ多く食べていただくために

ベジファースト

野菜の色を７色摂取しましょう

 野菜で健康推進部会としての標語

 農産物の機能性表示制度の届出内容の緩和提言



農産物の機能性表示制度の届出内容の緩和提言

機能性表示食品に関する質疑応答集

消費者庁からの返答
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野菜を食べて健康に！！
スーパーマーケットで実践

フランテ



フランテ 明らか食品としての表示
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ユニー アピタ店 明らか食品としての表示
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ユニー アピタ 明らか食品としての表示
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アピタ フィトケミカルの紹介
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ユニーアピタ フィトケミカルをデジタルサイネージで紹介
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0
1
2
3
4
5
味

糖度

ビタミンC

抗酸化力

リコペン

糖酸比

○○トマト 平均値（目安）

（植物ストレス耐性力）

抗酸化値

Ｂｒｉｘ

監修：日本ヘルスケア協会 野菜で健康推進部会

 糖度・ビタミンＣ・抗酸化値・リコペン・糖酸比は
デザイナーフーズ株式会社実測値（非破壊装置）

 トマトはリコペンを多く含む緑黄色
野菜です。

赤い色リコペンは加熱に強く疲労
回復などの効果があると言われ
ています。

 リコペンは抗酸化作用があり、
活性酸素の働きを抑えるといわれ
ています。

 リコペンはドレッシングなどの油と
摂取すると吸収が高まります。

 また加熱すると、より吸収がよくなり
ます。

野菜の良さをスコアー化



明らか食品として野菜の
栄養と機能を表示していく

野菜の良さを正しく伝える
明らか食品としての栄養表示、機能性表示ができるように働きかけ

野菜の量の摂取からから質の摂取へ

成分としての機能性とおいしさも重要視する

消費者が知りたい情報

産地、栽培方法、農薬の有・無、価格と価値

保存方法、前処理の仕方、栄養とメニュー

野菜と健康に関する情報発信

60



Farm to Wellness

情 報 発 信

Copyright ⓒ DELICA FOODS CO., LTD 61

食を知る ～生命食～



生命食セミナ―

第５１回：日本の食の問題を考えるⅠ
第５２回：日本の食の問題を考えるⅡ
第５３回：日本の食の問題を考えるⅢ
第５４回：日本の食の問題を考えるⅣ
第５５回：日本の食の問題を考えるⅤ
第５６回：ミネラルと健康
第５７回：アレルギーを考える
第５８回：最近の野菜の使われ方
第５９回：野菜の消費拡大が健康に

つながる
第６０回：オリンピック・TPP・輸出を

考えた日本の野菜の生産
第６１回：セルフメディケーション
第６２回：野菜でセルフメディケーション
第６３回：進化する野菜のチカラ
第６４回：分析研究からおいしい野菜の

チカラを考える
第６５回：食を選ぶ力「選食力」をつけて

健康増進につなげよう
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第６６回：食養生で健康寿命を考える
第６７回：野菜の免疫力を知る

第６８回：食と認知症との関係を考える
第６９回：食物繊維を考える
第７０回：文献から見る野菜の有効性
第７１回：生命食としての農産物
第７２回：生命食としての農産物を考える
第７３回：生命食としての農産物

種を考える
第７４回：生命食としての農産物

今年１年を振り返って
第７５回 糖質制限を考える
第７６回 食物繊維と免疫
第７７回 規格認証について考える
第７８回 農業と食・健康・環境を

ＳＤＧｓで考える
第７９回 若い女性と高齢者の低栄養
第８０回 脳の栄養と食べ方
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ご静聴ありがとうとうございました。



平均値（目安） あなたの野菜

64

Delica Foods

Group野菜の健康診断

兵庫県 Yさんの白菜

5つの指標で生育を評価

① Brix糖度

おいしさを測る指標として

② ビタミンC

糖代謝や鮮度を測る指標として

③ 抗酸化力《植物ストレス耐性力》

機能性の指標として

④ 硝酸イオン

野菜の健康（窒素代謝）の指標として

⑤ 食味評価



健康ニーズを背景に、消費者の認知度が高まっているリ
コペンやアントシアニンの分析が可能です。また、ミネ
ラル類やビタミン類、栄養成分表示のための炭水化物や
たんぱく質、脂質の分析、アミノ酸分析、食物繊維分析
等もご利用頂けます。

アントシアニンとは、
ポリフェノールの一種で、
青紫色の天然色素です。
植物が紫外線などから身を
守るために作りだした色素
などの成分をフィト
ケミカルと呼びます。

なす
紫たまねぎ

サニーレタス

リコペンは、天然色素である
カロテノイドの一種です。
リコぺンはビタミンＥの100
倍もの抗酸化力を持つと言わ
れます。トマト以外にもリコ
ペンを含む農産物がいくつか
あります。

食味計による食味評価に加え、
炊飯玄米の活性酸素消去活性
（抗酸化力）およびミネラルの
一斉分析を組み合わせて、米の
中身分析を行います。測定結果
を一般平均値と比較し、相対的
に中身を数値化する事も可能
です。

単成分
分析

Delica Foods

Group
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農産物・食品・飲料などの活性酸素消去活性（抗酸化力）を、素材に
合った方法で測定できます。また、測定結果を国内流通品の平均値
（データベース）と比較できることが特徴です。

抗酸化力
分析

生体に関与する活性酸素（3種類）をESR装置を使用して測定いたしま

す。

1.スーパーオキシド ： 呼吸によって作られる活性酸素です※1,2

2.ヒドロキシルラジカル ： スーパーオキシドから発生する酸化力の強い

活性酸素です※1,2

3.一重項酸素 ： 紫外線などによって発生する活性酸素です※1,2 

より詳しく分析評価されたい方、

具体的な特長を出されたい方に特にお勧めです。

※1. H. Shies, Oxidative Stress, Academic 
Press, 1985 
※2. M. Valko, et al., Mol. Cell. Biochem., 
2004, 226, 37
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